
 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

                           
 
                            
孫が小学校に入学した時に、初めて参加したまごころ

集会。孫といっしょで祖父母も同じく新入生でした。 
何かにつけて孫の話す通りに動くようにと、参観日も

欠かさず 6 年間出席いたしました。 
我が子の時とは違い、孫の時は若い人のパワーを頂け、

ひときわ楽しく出席させてもらえました。主人もスクー

ルサポーターとして数年間、子どもたちと共に楽しい

日々を送らせて頂けました。 
今年で最後と、見学している私たちも体を動かし、と

ても楽しかったです。日本の４７都道府県は、５年生だ

ったと思いますが、勉強になりました。 
先生方の適切な指導のもと、子どもたちがいっしょう

けんめいがんばっている姿は、運動会と同じくとても良

かったです。 
中学生になる孫を見ていると、少し寂しい気持ちにも

なります。 
祖父母代表の御勢さんのお言葉を一つずつかみしめ

ながら聞いていますと、我が息子が小学校でお世話にな

ったころのことも思い出して、なつかしかったです。 
孫と３月には卒業です。 
五條小学校のますますの発展をお祈りします。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

｢おはようございます～！｣ 

冷え込みが厳しい季節になりました。       

毎朝、校門に子どもたちの声が響いています。 
なかなか自分から言い出せない子や小さな声の子も

いますが、先日の全校朝会の時に、５人の子たちが生徒

指導の先生からほめられ、全校のみんなに届く元気いっ

ぱいの声で、あいさつを聞かせてくれました。相手の目

もしっかり見て言うことができるとも、指導がありまし

た。五小では、毎月ＰＴＡの役員さんの協力も得て、あ

いさつの習慣がずいぶん良い方に向かっています。 
さっそく、次の日、｢すごいですよ！ ぼくも、わた

しもと、しっかりと目を見て、たくさんの子どもが元気

にあいさつをしてくれるようになりました。｣と、うれ

しい報告がありました。 

｢おはようございます～！｣ 

これからの寒さ厳しい季節も、子どもたちの気持ちの良い

あいさつや健やかな姿はこれからも大切にして、自ら学び行

動できる五小っ子を育てていきたいと考えています。 
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まごころ集会 

（届いたお手紙より） 

○まごころ集会でぼくたちが発表したのは、｢水戸黄門たいそ

う｣とリコーダーで｢いっしょにいると楽しいね｣の演奏でし

た。すごくきんちょうしました。でも、がんばれて良かった

です。和太鼓クラブは、太鼓の音がすごく大きかったです。

ウルトラマンジャンケンはのこれなかったけど、楽しかった

です。 
○おじいさんやおばあさんが来て、はずかしかっったです。

黄門たいそうをしたときは、ぶたいの上からみたらたくさん

の人がいたので足がピクピクふるえました。あまりにもきん

ちょうしすぎて、声が出ないぐらいでした。おじいさんやお

ばあさん、ほかの学年の子たちもいっしょにたいそうしてく

れて、うれしかったです。 

３・４年生の日記より 

○小中音楽会に行きました。いつもより早く起きました。西

中の会場が広くてびっくりしました。音楽会が始まって周り

を見まわしたら、客席に人がいっぱいすわっていました。 
○今日は朝の５時半に起きました。行く途中のバスの中で友

だちとジャンケンをしました。始めは大塔小学校の発表でし

た。たいこの音がすごくひびいて、すごかったです。ぼくも

してみたかったです。全員合唱のあと、ぼくらの発表の順番

がきました。まず、｢五夢りんマーチ｣を歌いました。元気に

歌うことができました。つぎに、｢どんなときも｣をリコーダ

ーでふきました。少しまちがったけど、しっかりできてうれ

しかったです。家に帰ると、おかあさんがほめてくれて、う

れしかったです。きょうは、楽しかったです。 

 今年も早いもので、もう師走。遠足・修学旅行・野外活動・運動会・社会見学などさまざまな学校行事がありました。今月

は、マラソン大会を予定しています。一つひとつ終えるたびに、今年は特に、実施できることの有り難さを実感しています。

 ただ一つ、講堂の跡地に目を向けると、長年見慣れていた講堂の姿が見えないことが、いつもと違う光景です。子どもたち

は、多少不便さがありながらも、どんな新しい体育館ができるのかをとても楽しみにしている様子です。災害で多くのものが

失われましたが、そのなかでも未来に向かって進むことの大切さを、新しい年にもつなげていきたいものです。  


